
　水城小学校校舎の改築で遺跡発掘文化財の調査

　水城小学校で校舎改築に伴い発掘調査を行ったところ、1300年前の奈良時代の役所の

跡が見つかりました。

　12月14日㈬～22日㈭にかけて見学会を行い、水城小に通う児童たちが学年ごとに参加し

ました。21日㈬には楠田市長も現場を訪れ、児童といっしょに土の中に残された奈良時代

の柱材や土器を見学しました。24日㈯には一般向けの現地説明会を開催し200人が見学し

ました。

まちのトピ クスッ

　太宰府東中３年生の松下愛莉さんが、12月24日㈯から開催の第28回全国ジュニア・

ラグビーフットボール大会出場報告のため、市役所を訪問しました。

　松下さんは「緊張はあるが全国優勝をめざして頑張りたい」と力強く意気込みを語

りました。

　楠田市長は「緊張は人を成長させてくれる。自分の持てる力を最大限に出して頑張っ

てください」と激励の言葉をかけました。

　第28回全国ジュニア・ラグビーフットボール大会出場！市内学生の活躍

　太宰府市身体障害者福祉協会などによるボッチャ交流会が12月３日㈯、とびうめアリー

ナで開催され、障がいのある人もない人も含め約50人・16チームが参加しました。

　ボッチャとは、ジャックボール（白球）に自分のボールを投げたり転がしたりして、いかに

近づけるかを競うスポーツです。

　感染対策が整った会場内では、ぴたりと寄せるプレーが決まると大きな歓声が沸き、参加

者はチームで喜びを分かち合いました。

　第５回太宰府障がい者ボッチャ交流会開催垣根のない社会へ
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発掘された遺跡の説明を聞く児童たち

全国大会出場を決めた
松下さん（前列右）

新年挨拶をする新三役

　12月24日㈯、同会の皆さんの手によって市役所と上下水道センターの玄関に門松が

設置されました。きれいにそろった竹の切り口などから熟練の技術が感じられ、季節の

ナンテンやキンカンが彩りを添えています。新三役も新たな気持ちで新年挨拶をし、市

役所などを訪れる人は新春気分を楽しんでいました。

　太宰府市産業推進保有会から門松寄贈団体からの寄贈

ジャックボールをめがけて

令和発祥の都太宰府「梅」プロジェクト特集

「ポテトチップス合格する梅」新作発表会・寄附金贈呈式
　カルビー株式会社と福岡農業高校によるポテトチップス合格する梅シリーズの新作

「梅ぇカルビ味」の発表会を12月１日㈭に行いました。同高校の梅研究班小林乃愛

さんは「多くの受験生やその家族、応援する人に届くとうれしい」と話しました。

　昨年度の同シリーズ売上金の一部を、市に寄附していただきました。本プロジェ

クトの更なる躍進に活用します。
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HOTEL CULTIA太宰府 梅グルメ・スイーツとふるさと納税返礼品発表試食会

　バリューマネジメント株式会社と太宰府Co-Creationが12月９日㈮、令和の梅を使用した博多和牛ランプのロース梅

ソースとアフタヌーンティーセットの提供をホテルカルティア太宰府でスタートしました。

　レストラン・宿泊チケットが本市ふるさと納税の体験型返礼品として新たにノミネー

トされています。令和の都だざいふの魅力を発信するとともに、本市ふるさと納税への

注目度をより一層高め、事業者支援にも繋げます。

梅の実成分分析を見学
　令和の梅の成分や健康への効果などを共同研究してい

る福岡大学を12月15日㈭、福岡農業高校梅研究班の生徒

と楠田市長が見学しました。

　薬学部の学生から研究方法や進捗状況の報告を受け、

今後の成果への確かな手応えを

感じることが出来ました。

　今後も官学連携を加速し、梅

プロジェクトを推進します。

とふろうグリルの梅五勝発表試食会

　洋食店とふろうグリル（熊谷代表シェフ）

が令和の梅を使った調味料「梅五勝」は昨

年度太宰府市長賞を受賞し、12月８日㈭、

商品化の発表試食会を行いました。参加者

からは「辛いもの

が苦手な人にも好

きな人にも好まれ

る優しい味わい」

と好評でした。
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令和の梅を使用した「うめんべい」完成報告会
　株式会社山口油屋福太郎と福岡農業高校による「うめんべい」の完成報告会を12月22日㈭に行いました。

　めんべいご当地シリーズとして過去にも発売されましたが、市の熱い要望に応

え復活を遂げました。

　コンセプトからパッケージデザイン、梅の収穫・加工に同高校の梅研究班と市

が携わっています。本年は甘酸っぱく、より食べやすいものに改良し、パッケー

ジも刷新しました。まるごとだざいふみやげとしても最適です。

　「太宰府ＳＤＧｓプロジェクト」提案報告会世界に羽ばたく人材育成

　筑紫女学園大学、西日本鉄道㈱、㈱西日本シティ銀行と本市で地域活性化を図る太宰府SDGsプロジェクトを実施

しており、先日は市役所で提案報告会が行われました。

　本年度は本市の重点施策である「ふるさと納税返礼品・地場みやげを充実させ、市の税収を増加する」をテーマに、筑

紫女学園大学と太宰府高校から５チーム21人が検討を重ねた提案に対して、優勝・準優勝チームが決定しました。

　優勝は地元企業と連携して米粉ともみ殻でできたタルトを開発

し生産・製造・販売する提案、準優勝は食糧危機・地球温暖化に

備えて昆虫食を商品化する提案でした。いずれも有意義な提案

で、市政にも活かしていきます。

優勝した筑紫女学園大学のチーム 準優勝した太宰府高校のチーム

　市内史跡地で収穫した「令和の梅」

を使用してさまざまな製品が完成し、

発表会や報告会を行いました。

太宰府市公認デザイン甘酒発表会
　おとものタビットはじめ令和発祥の都PRキャラクターがデザインされた森永製菓の「甘酒 九州・沖縄限定デザイ

ン」が完成し、発表会を行いました。

　「森永甘酒」の赤い柄に梅の花を散りばめたデザインが本市の梅プロジェクトとマッチングすることから、昨年初

めてコラボレーションし好評を博しました。

　第２弾の今回は、客館跡に旅人のたびと・れいわ姫・おと

ものタビットが並び、周囲に梅の花があしらわれています。

　また、本市で人気の梅ヶ枝餅との相性に着目し、（一社）

太宰府観光協会の協力のもと、甘酒とタイアップしました。

ふるさと納税にノミネート

太宰府市役所　代表電話 (921)2121  FAX (921)1601市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/ 45 広報だざいふ 2023.2 （令和 5 年）広報だざいふ 2023.2 （令和 5 年）


